
【日　時】令和6年2月4日（日）10：00～11：30

【場　所】東予北地域交流センター

【参加者】地域：12人（三芳地区連合自治会長など）

　　　　　  市 ：4人（市長、教育長、建設部長、三芳公民館長）     傍聴：8人

【テーマ】  1　将来の三芳地区の子育て環境

                 2　市道楠浜北条線一部開通に伴う交通安全対策

1　将来の三芳地区の子育て環境

行政からの説明

【コミュニティ・スクール】
・昨年度のタウンミーティングでは、（交通安全面から）放課後児童クラブの場所を移動させて
　ほしいという話も出たが、学校規模の適正化の検討にあたり、現時点で、学校へ移設すること
　は見送る方針とした。
・三芳地区では、いろいろな形で伝統が引き継がれており、既に地域と子供たちとの関わりがある
　が、令和6年度からは地域の方が学校運営に参画してくれるコミュニティ・スクールが始まる。

三芳地区　タウンミーティング開催報告

概　要

【地域からのテーマ説明】
・来年度から近隣の庄内小学校で複式学級になる学年があると聞いたが、三芳小学校も将来的に
　複式になる可能性があるのか。中学校もどうなっていくのか。
・これから家を建てようとする人にとって、小学校の場所はとても気になることである。

【三芳小学校の現状】

▶全校児童数（見込み） 令和  6年度　…84人。（令和6年1月末時点）
　　　　　　　　　　    令和27年度   …41人。　1学年あたり6.8人という推計になる。

【複式学級】
・連続する2つの学年を合わせた児童数が16人以下になった場合に複式学級が編成される。
　ただし、1年生を含む場合は8人以下。
・複式学級を担当する教員は通常より負担が大きく、現在の担当は優れた指導力を持っているが、
　全ての教員が同じように対応できるとは限らない。
・できれば複式学級にならない方がよいと思う。

【学校規模適正化に向けた経緯と今後のスケジュール】

▶令和4年度
　教職員や小学6年生（当時）の保護者を対象にアンケート調査を実施。「再編を積極的に進める
　べき」、「再編を進めることはやむを得ない」という回答が約7割だった。

▶令和5年度
　教育委員会を中心に検討プロジェクトチーム等を設立。「学校規模の適正化」に向けた検討を
　開始。内部で議論し、一定の方向性を取りまとめる。

▶令和6年度
　有識者、地域の代表者、PTA、保護者等をメンバーとした審議会を設置予定。
　審議会に諮問して答申を得たいと考える。

・今年度タウンミーティングで各地域をまわる中で、学校のあり方について「小学校がある地域に
　価値があり、学校がなくなったら価値が下がる」という声があった。
　一方で、仮に小学校がなくなっても、公民館を中心に地域の課題をみんなで考えていこうという
　前向きな意見もある。

・文科省では、一つの小学校で12～18学級（1学年2～3クラス）が標準数としており、クラス替え
　などにより、人間関係の質を高めることができるとされている。ただ、地域の実態に応じるべき
だとも示されてはいるものの、現状では過半数の学校が標準数を下回っている。
・小学校は文化の拠点・スポーツで活躍する子どもたちを育てる場所でもあるが、やはり学校は
　教育の場として教育の質を高めていく場所である。



参加者の発言要旨 市の発言要旨（及び対応）

　子ども達の学ぶ場において、一定の競争ができ
るような環境で刺激を受けることも大事だと思う
が、学校ではなく、フリースクールに通う子ども
達がいることを聞き、教育環境の多様化について
考えさせられることがあった。
　必ずしも学校教育が教育環境ではなく、従来の
学校教育の価値というものとは全く異なる形のも
のが生まれようとしていることを感じたが、この
ことについて、市の考え方を教えてほしい。

　環境の多様化のほかに教育に対する価値観も
多分にあると思う。
　教育環境としては、各学校に支援学級、市内2
か所にウィングサポートセンターがあり、子ど
も達の多様化に即対応できるような体制が、少
なからずできていると感じている。
　また、現在西条市には、学校に通いづらい子
ども達が通える場所として、適応指導教室「ひ
うち」と「いしづち」がある。先生達がサポー
トし、子ども達も一生懸命勉強し、県立高校へ
の進学を決めたという話も聞いている。
　現在フリースクールとして活動している団体
が市内に2か所あり、4～5名が通っている。
　広く子ども達を受け入れていこうという姿勢
で、所属する学校長が認めると出席扱いにな
る。できるかぎり応援していきたいと考える。
　特別支援学校については、新居浜市や今治市
にはあるが西条市にはないという現状もある。

　人口減少問題について、移住者を県外から人を
呼んでも、日本全体の人口は変わらないので、世
界に目を向けていくのが良いのではないかと思
う。
　子どもは柔軟だからすぐに言葉を覚え、地域に
馴染んで成長していくと思う。
　もっと広い心を持って、西条市が率先して他国
から移住者を呼べばいいと思う。

　国の移民政策とする考え方もあると思う。西
条市は、企業で働く技能実習生の受け入れは多
い。
　現実にはなかなか難しいと言われるが、身近
なことで我々ができることとして考えられるこ
とは、わが子に西条に戻ってきてもらうことだ
と思う。
　現状、西条市の人口減少のスピードは、以前
の推計値と比較して緩やかになっている。

2　市道楠浜北条線一部開通に伴う交通安全対策

　市道楠浜北条線の一部開通による交通量の増
加、周辺道路の流れも変わり、交通事故の発生が
懸念される。
　特に、小学校の通学路や児童クラブに通う道路
もあるので、信号機の設定予定を含め、市の交通
安全対策を教えてほしい。

　平成25年に開始したこの工事は、市の道路事
業で最大規模であり、現在81％の進捗状況であ
る。令和6年3月末に660ｍの部分供用、令和9年
3月末に国道196号までつながる全線開通を予定
している。供用開始（開通）日時は、現地にて
看板等で周知する。

　信号機の設置について警察に確認したとこ
ろ、県内で年間10基程度、危険箇所を優先的に
設置している状況のため、今後実際の交通量を
調査し、設置を検討していくとのことである。
　現行の交通安全対策としては、県道側に一時
停止の路面表示と標識を設置、交差点には道路
照明も設置して、夜間時の安全に配慮してい
く。

　市としても開通後に交通量調査をしつつ、危
険なようであれば警察に要望していきたい。

　なお、児童クラブに通う子ども達の交通安全
対策として、先生達が施設までの道中を同行し
ているので、道路開通時において大きな問題は
ないと認識している。



参加者の発言要旨 市の発言要旨（及び対応）

その他

　デマンドタクシーの導入時期や利用方法につい
て教えてほしい。

　現在のバス路線について、令和6年10月から三
芳と壬生川地区間の経路を見直すことを考えて
おり、それと同時に、東予地域においてデマン
ド型乗り合いタクシー（よりそいタクシー）を
導入予定である。
　また、令和7年10月には、西部循環線（仮）と
いう路線を新たにつくり、公共交通体系の維持
を図る。

　空き家が増加しているが、空き家バンクの登録
状況や契約につながった件数などを教えてほし
い。

　市が把握する空き家の数は5,590戸であり、前
年から約390戸増加している。（令和4年10月1
日現在）
　空き家バンクの登録状況は、市内全体で274件
で、そのうち三芳地区に12件ある。
　これまで空き家バンクを通じて空き家解消に
つながった空き家は市全体で172件、そのうち三
芳地区が4件である。
　空き家バンクへの登録も年々増加傾向で、そ
れに伴い相談件数も増えている。今後もスピー
ド感を持ってマッチングを行い、空き家の解消
につなげていきたい。

　公共下水等の整備について、各家庭で負担する
接続費がとても高く、市から助成などないか。

　三芳地区の公共下水道接続状況は約71％であ
る。各家庭で接続費用は異なり、個人負担が大
きくなる場合もある。助成は工事費用を金融機
関から借り入れる場合の利子分を市が負担する
もののみ。
　市内の状況としては、当初に整備した下水管
が老朽化しつつ、また耐震化も必要になってく
る。
　今回、公共下水道の整備範囲の計画を見直
し、規模縮小の方向で考えている。そして、公
共下水道使用料の値上げを段階的に行ってい
く。

　以前テレビ番組で、行政が遺品整理のようなこ
とを行い、身寄りのない方の遺品を全部引き取っ
て保管していると知った。
　そのことについて西条市役所に問い合わせた
が、西条市だけでなく、愛媛県内ではそのような
対応をしている自治体はないとのこと。ぜひ一考
願いたい。

　空き家の管理という点では、シルバー人材セ
ンターの代行サービス等の制度を紹介できる
が、遺品整理というサービスについては行政で
は対応できない。
　市は、住宅困窮者のために低額家賃の市営住
宅を整備しており、身寄りのない高齢者が孤独
死するようなケースもあり、その場合、遺品の
取扱いについて問題が残る。特に預金通帳や写
真、お位牌等が残された場合、市が勝手に動か
すことができない状況である。
　テレビ番組で取り上げられたのは、大阪市の
市営住宅の話ではないだろうか。処分できない
ものを一時的に倉庫等に移して、民法で規定さ
れている10年もしくは20年ほど保管し、それで
も引き取り手がなかった時には処分している。

＜開催の様子＞

　

　


